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拝啓
　時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。
　平素は、本会の福祉事業に対しまして、ご支援、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、本会では、毎年年末に「チャリティー愛の募金」を行っております。
　つきましては、本会役員の先生方並びに会員の皆様には広く献金をお願いし、中日
新聞社会事業団・東海テレビ“愛の鈴”へ寄託をして参りたいと思います。何卒主旨
ご理解の上、下記の通りご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　この募金の締め切りを、令和2年11月末といたします。
　払込用紙を同封させていただきましたのでよろしくお願い申し上げます。
　尚、献金の経過並びにご芳名は 1月発行の中日会報でご報告をさせていただきます。
� 敬　具　

理　事　長　伊　藤　仙　游　
渉外宣伝部長　川　﨑　尚　麗　

「令和2年 チャリティー愛の募金」について

　

厳
し
い
暑
さ
に
悩
ま
さ
れ
た
夏
も
過
ぎ
、
抜
け

る
よ
う
な
青
空
の
清
々
し
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

九
月
初
旬
に
到
来
し
た
台
風
十
号
は
、
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
強
い
暴
風
を
九
州
地
方
に
も
た
ら

し
、
自
然
の
猛
威
に
恐
れ
を
感
ぜ
ず
に
は
お
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
今
年
初
め
よ
り
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
ま
だ
ま
だ
終
息
を
み
ず
、

私
達
の
生
活
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、Go T

o

ト
ラ
ベ
ル
・Go T

o 

イ
ー
ト
な
ど
経
済
活
動
を
奨
励
す
る
政
策
も
執
ら

れ
は
じ
め
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
感
染
症
対
策
が
万

全
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
す
が
、
少
し
ず
つ
明
る

い
方
向
へ
社
会
が
動
き
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

八
月
号
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
中
部
日
本

書
道
会
の
下
半
期
の
事
業
は
、
対
策
を
し
っ
か
り

と
取
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
方
針
で
す
。
今
年

度
延
期
と
な
り
ま
し
た
中
日
書
道
展
は
、
来
年
度

に
第
七
十
回
記
念
展
と
し
て
実
施
す
べ
く
準
備
を

始
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
是

非
と
も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
本
年
末
ま
で
の
事
業
日
程

・
第
三
十
二
回
書
道
教
育
研
修
会（
十
月
十
八
日
）

　
　

名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー　

五
階　

第
一
会
議
室

・
第
二
十
四
回
公
開
講
座　
　
（
十
一
月
十
五
日
）

　
　

電
気
文
化
会
館　

五
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

・
令
和
二
年
度
書
の
匠
展
・
第
二
十
九
回
壽
書
展

　
　

電
気
文
化
会
館　

五
階
東
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　

会
期　

十
一
月
十
日
か
ら
十
五
日
ま
で

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
愛
の
募
金

　
　

十
一
月
末
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※�

令
和
三
年
二
月
開
催
予
定
の
評
議
員
会
に
つ
い

て
は
、
情
勢
を
鑑
み
て
決
定
い
た
し
ま
す
の

で
、
後
日
ご
連
絡
致
し
ま
す
。
理
事
会
に
つ
い

て
も
同
様
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
皆
様
に
は
ご
協
力
ご
支
援
を

賜
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
と

も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

団
体
署
名
実
施
協
力
中

1　

理
事
長
挨
拶　

理
事
長　

伊
藤
仙
游�

　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
愛
の
募
金

2　

特
別
寄
稿　

中
京
の
文
化
環
境�

�

　
　
　
　

・
名
誉
顧
問　

西
嶋
慎
一
先
生

3　

令
和
二
年
度 

書
の
匠
展
・�

　
　

第
二
十
九
回 

壽
書
展

4　

�

行
事
予
定
表
「
十
月
～
三
月
」

5　

第
二
十
四
回 

書
の
魅
力 

公
開
講
座�

　
　

第
三
回 

手
書
き
文
字
年
賀
状
作
品
募
集

6　

第
七
十
一
回 

中
日
書
き
ぞ
め
展
作
品
募
集

7　

支
部
だ
よ
り
（
上
半
期
）

理
事
長

伊
藤
仙
游

　
理
事
長
挨
拶

目　次

ご献金にお願いの基準
名誉会長代行、名誉副会長、常任顧問、理事、
監事、顧問 10,000円

参与、評議員 3,000円
正会員 1,000円

チャリティー募金は寄付金として控除できます。

　確定申告時には、領収書と証明書が必要です。領収書をご
希望の方は本部事務局までご連絡ください。
　証明書は中部日本書道会ホームページから印刷できます。
ホームページ　http://cn-sho.or.jp/　メール　info@cn-sho.or.jp
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公益社団法人中部日本書道会
編　集　事務局編集部
〒450-0002　名古屋市
中村区名駅二丁目45-19
桑 山ビル ８ 階Ｃ号 室
電　話（583）１９００番
ＦＡＸ（583）１９１０番
http://www.cn-sho.or.jp
i n f o@ c n - s h o . o r . j p
印　刷 株式会社 荒川印刷
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コ
ロ
ナ
禍
で
書
の
世
界
も
活
動
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。
中
京
の
書
道
界
に
と
っ
て
も
重
要
な
行

事
で
あ
る
“
中
日
書
道
会
展
”
が
中
止
の
憂
き
目

を
見
た
。
研
究
会
や
練
成
会
も
開
く
こ
と
が
出
来

ず
、
困
惑
さ
れ
て
い
る
方
々
も
多
い
こ
と
と
思
わ

れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
一
休
み
し
て
中
京
書
道
界

や
、
そ
の
背
景
を
成
し
て
来
た
文
化
環
境
の
特

徴
を
、こ
の
際
顧
み
て
は
い
か
が
か
。
そ
の
文
化

環
境
が
知
ら
ず
知
ら
ず
に
中
京
書
道
を
育
て
て

い
る
。

　

中
京
は
茶
道
が
盛
ん
な
地
域
だ
。
抹
茶
の
消
費

量
は
愛
知
県
が
全
国
一
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

煎
茶
も
中
京
で
は
盛
ん
で
あ
る
。
南
画
家
の
山

本
梅
逸
、
八
橋
売
茶
こ
と
笠
原
方
巌
な
ど
煎
茶
に

縁
り
深
い
名
を
聞
か
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な

い
か
。
半
田
に
は
煎
茶
世
界
で
著
名
な
中
埜
家
が

あ
る
。

　

こ
の
抹
茶
と
煎
茶
が
、
中
京
の
書
道
を
支
え
る

重
要
な
文
化
環
境
で
は
な
い
の
か
。

　

ま
ず
抹
茶
だ
が
、
尾
張
の
抹
茶
は
「
古
筆
茶
」

と
呼
び
習
わ
さ
れ
る
程
に
古
筆
を
重
ん
じ
る
。
大

茶
人
の
如
春
庵
森
川
勘
一
郎
が
尾
張
の
抹
茶
世
界

を
こ
う
特
色
づ
け
た
。
森
川
は
十
代
か
ら
こ
の
世

界
に
の
め
り
込
み
、
東
京
の
大
茶
人
益
田
鈍
翁
、

古
筆
専
家
田
中
親
美
に
可
愛
が
ら
れ
た
。

　

大
正
十
四
年
五
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
に
か

け
、
市
立
名
古
屋
図
書
館（
現
鶴
舞
中
央
図
書
館
）

で
「
上
代
仮
名
展
覧
会
」
が
開
か
れ
た
。
森
川
勘

一
郎
と
敬
和
会
主
催
で
あ
る
。
高
野
切
、
本
阿
弥

切
、
小
島
切
、
寸
松
庵
色
紙
、
継
色
紙
な
ど
古
筆

を
網
羅
す
る
一
二
八
点
が
展
示
さ
れ
た
。
本
願
寺

三
十
六
人
集
と
元
永
本
古
今
集
の
田
中
親
美
模
写

本
も
参
考
品
と
し
て
並
ぶ
行
き
と
ど
き
方
だ
。

　

実
は
そ
の
前
年
の
大
正
十
三
年
十
一
月
、
恩
賜

京
都
博
物
館
で
は
「
上
代
様
展
覧
会
」
を
開
い
て

い
た
。
上
代
様
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
た
出
雲
路

敬
通
の
差
配
だ
。
京
都
の
蔵
品
を
中
心
と
し
た
五

四
点
が
出
品
さ
れ
た
。
古
筆
を
総
合
的
に
、
し
か

も
博
物
館
と
い
う
公
共
施
設
で
展
示
し
た
初
の
企

画
で
あ
っ
た
。

　

名
古
屋
で
の
「
上
代
仮
名
展
」
は
、
こ
の
京
都

で
の
展
示
に
刺
激
さ
れ
た
企
画
で
は
な
か
っ
た

か
。「
古
筆
茶
」
本
家
の
意
地
を
見
せ
よ
う
と
し

た
の
だ
ろ
う
。
出
品
点
数
は
京
都
の
倍
で
、古
筆

の
権
威
益
田
鈍
翁
、
田
中
親
美
の
援
助
を
受
け

た
か
ら
、
森
川
、
関
戸
、
富
田
家
等
の
中
京
蔵
品

だ
け
で
な
く
、
全
国
か
ら
粒
選
り
の
古
筆
を
蒐

め
得
た
。

　

こ
の
時
代
、
東
京
で
は
益
田
鈍
翁
主
催
の
大

会
が
、
寸
松
庵
や
継
色
紙
の
大
展
観
を
開
い
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
一
部
趣
味
家
に
見
せ
る
催

し
で
一
般
向
け
で
は
な
か
っ
た
。
公
共
図
書
館
で

開
い
た
森
川
等
の
先
進
性
が
光
る
。
こ
の
先
駆
者

の
努
力
を
、
中
京
の
か
な
作
家
は
忘
れ
て
は
い
け

な
い
。

　

煎
茶
席
の
道
具
類
に
は
中
国
渡
来
の
唐
物
が
珍

重
さ
れ
る
。
煎
茶
が
盛
ん
に
な
り
だ
し
た
文
化
文

政
年
間
頃
か
ら
、
倪
元
璐
、
張
瑞
図
、
王
鐸
な
ど

の
書
幅
が
煎
茶
の
床
飾
り
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
。

　

半
田
の
醸
造
名
家
中

埜
氏
は
、
煎
茶
の
世
界
で

大
き
な
存
在
で
あ
る
。
明

治
二
十
七
年
に
四
代
目

中
埜
又
左
衛
門
が
催
し

た
煎
茶
会
の
茶
会
記
「
淇

水
翁
薦
事
図
録
」
が
煎
茶

界
の
中
国
趣
味
を
良
く

表
わ
す
。
床
飾
り
に
黄
道

周
・
草
書
七
絶
絹
本
、
傅

山
・
草
書
七
絶
絖
本
が
登

場
す
る
。

　

こ
の
会
記
は
一
帙
三

冊
だ
が
、
そ
の
三
冊
目
は

す
べ
て
が
展
観
さ
れ
た

明
清
書
画
の
目
録
で
、
総

数
二
六
四
点
に
も
上
る
。

倪
元
璐
が
四
点
、
張
瑞
図

が
三
点
も
出
て
い
る
。

　

書
の
世
界
で
重
ん
じ

ら
れ
る
こ
れ
等
明
末
清

初
諸
家
の
作
品
が
、
明
治

末
年
に
、
中
京
で
鑑
賞
さ

れ
て
い
た
事
実
を
、
諸
兄
姉
は
認
識
す
べ
き
だ
。

　

か
よ
う
な
先
人
の
輝
か
し
い
鑑
賞
の
歴
史
を
一

つ
の
糧
と
し
て
、
中
京
の
書
家
諸
君
は
成
長
し
て

欲
し
い
も
の
だ
。

　

森
川
勘
一
郎
の
業
績
は
、
先
年
名
古
屋
市
博
物

館
で
開
か
れ
た
「
森
川
如
春
庵
の
世
界
」
展
図
録

（
平
成
二
十
年
）
に
詳
し
い
。

　

中
埜
家
の
蔵
品
の
、
絵
画
は
「
中
国
絵
画
総
合

図
録
四
巻
」（
東
大
東
洋
文
化
研
究
所
）
に
百
十

五
点
載
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
書
は
記
録
さ
れ

な
い
。

 
特
別
寄
稿
　
中
京
の
文
化
環
境

�

名
誉
顧
問
　
西
　
嶋
　
慎
　
一

「森川如春庵の世界」展図録　平成20年 掛幅・明黄道周草書七絶絹本・
淇水翁薦事図録　明治27年
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海
部　

俊
樹

樽
本　

樹
邨

安
藤　

滴
水

鬼
頭　

翔
雲

安
藤　

秀
川

伊
藤　

昌
石

梶
山　

夏
舟

加
藤　

子
華

黒
田　

玄
夏

後
藤　

汀
鶯

近
藤　

浩
乎

関
根　

玉
振

土
屋　

陽
山

中
林　

蕗
風

早
川　

泰
山

平
松　

紫
雲

松
永　

清
石

伊
藤　

暁
嶺

井
野　

吟
紅

今
井　

仙
童

落
合　

深
淵

木
戸　

竹
葉

倉
重　

拝
石

磯
和　

鴻
東

柴
田　

秋
水

杉
江　

秀
城

杉
坂　

育
子

本
間　

翠
眉

簗
瀬　

舟
香

青
木　

芳
翠

青
山　

瑞
香

赤
堀　

正
風

猪
飼　

閑
雲

石
原　

春
香

伊
藤　

翠
芳

今
田　

紅
溪

岩
瀬　

臘
月

牛
田　

美
泉

宇
野　

光
峰

梅
村　

鴬
谷

遠
藤　

紫
聖

大
河
戸
柳
光

大
塚　

窓
月

岡
田　

麗
峰

奥
村　

碧
洋

尾
関　

楊
花

尾
中　

杉
得

小
野
田
景
月

小
原　

紫
明

加
藤　

松
雲

権
田　

穂
園

近
藤　

素
光

佐
々
木
嵓
邦

髙
橋　

秀
箭

武
山　

昂
石

武
山　

翠
屋

田
中　

白
雲

津
田　

秋
月

坪
井　

景
照

富
田　

栄
楽

中
島　

龍
渓

中
野　

玉
英

中
村　

秀
峰

中
村　

立
強

丹
羽　

常
見

平
松　

采
桂

堀
場　

図
南

三
神　

榮
軒

村
田　

華
穂

森　
　

清
暉

横
山　

夕
葉

伊
藤　

仙
游

岡
野　

楠
亭

加
藤　
　

裕

松
下　

英
風

天
野　

白
雲

磯
谷　

凄
聴

加
藤　

碧
涛

神
谷　

采
邑

神
谷　

静
苑

川
本　

赫
汀

北
村　

光
苑

鬼
頭　

豊
寧

久
野　

天
山

熊
崎　

北
咏

小
島　

岐
香

小
島　

雪
舟

近
藤　

雲
洋

近
藤　

晴
翠

斉
藤　

千
秋

酒
瀬
川
香
風

柴
田　

玲
甫

志
水　

玉
華

清
水　

翠
芳

下
郷　

豊
園

白
木　

紫
香

鈴
木　

京
楓

鈴
木　

青
楓

高
井　

香
園

髙
田　

香
坡

竹
内　

春
翠

谷　
　

泉
石

都
築　

心
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翠

早
野　

江
郷

坂
野　

竹
童

深
田　

芳
香

福
島　

有
何

藤
原　

郁
代

本
田　

秀
岳

松
田　

穂
嬋

光
澤　

閑
石

宮
田　

清
風

三
輪　

晴
風

森　
　

紅
雀

保
田　

翠
渓

山
川　

昌
泉

山
本　

史
鳳

渡
辺　

月
潭

青
山　

碧
雲

縣　
　

欣
司

半
田　

幸
瑩

福
田　

祥
光

堀　
　

美
芳

水
野　

紅
翠

村
上　

澄
暎

村
瀬　

松
園

森
下
千
代
子

渡
辺　

紫
江
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小
島　

紫
藍

近
藤　

向
華

佐
々
木
映
雪

田
辺　

泰
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紅
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典
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吉
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◇
出
品
予
定
者

【
書
の
匠
展
】

【
壽 

書 

展
】

（
順
不
同
）

十
月
九
日
現
在

令和2年度 書 の 匠 展・第29回 壽 書 展
会　期：令和2年11月10日㈫～11月15日㈰
会　場：電気文化会館　東・西ギャラリー

令和2年度　公益社団法人 中部日本書道会
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月 日 曜 本　　　　　部 支　　　　　部
　「支部展・支部集会・交流会・講演会・研修会」

10月 10 土 第54回半田支部展

11 日 　〃

18 日 第32回書道教育研修会（名古屋国際センター）

25 日 中日会報198号発送（予定）

11月 9 月 令和2年度書の匠展・第29回壽書展搬入・陳列

10 火 令和2年度書の匠展・第29回壽書展（電気文化会館）

11 水 　〃

12 木 　〃

13 金 　〃

14 土 　〃

15 日 　〃　搬出 第24回公開講座（電気文化会館）

30 月 令和2年チャリティー愛の募金締め切り

12月

2021年

  1月
14 木 第71回中日書きぞめ展搬入締切（送付時は13日（水）必着）（予定）

17 日 第6回半田支部公開書道研修会

22 金 第3回手書き文字年賀状作品締め切り

30 土 第71回中日書きぞめ展審査（予定）

31 日 中日会報199号発送（予定） 令和2年度一宮支部集会・講演会

 2月 11 木 令和2年度評議員会・講演会・祝賀懇談会（予定）

18 木 第70回記念中日書道展書類発送（予定）

19 金 第53回西三河支部会員展

20 土 〃　　令和2年度西三河支部集会

21 日 〃

23 火 令和2年度岐阜支部講演会（予定）

 3月 7 日 令和2年度半田支部集会・講演会

13 土 第71回中日書きぞめ展
（ナディアパーク）午前陳列・午後展覧会開催（予定）

14 日 第71回中日書きぞめ展・授賞式
（ナディアパーク・デザインホール）（予定）

※各事業につきまして変更になる場合がありますので、各事業のご案内でご確認をお願いします。

令和2年（2020年）度　公益社団法人中部日本書道会

行事予定表「10月～3月」
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公益社団法人中部日本書道会では、下記の通り年少者～高校生を対象とした第3回「手書き文字年賀状
コンクール」を開催します。個性あふれる心温まる手書きの年賀状を奮ってご応募して下さい。
優秀作品を本会ホームページに掲載し、入賞者には図書カードを贈呈します。

応 募 規 定	 ・出品料は無料。一人1点のみの出品とし、郵便葉書の大きさに限る。（縦横は自由）
	 ・イラスト等入っていても可とするが、必ず手書きされたものに限る。
	 ・筆記用具は自由とし、小学校3年生以上は毛筆（筆ペンを含む）を奨励する。
	 ・�宛名面左側に郵便番号・住所・氏名・学年（年少者は年齢）を明記の上、下記送付先

に郵送のこと。

応 募 資 格	 ・年少者～高校生

応 募 締 切	 ・令和3年1月22日（金）必着

作 品 送 付	 ・〒450-0002 名古屋市中村区名駅二丁目45番19号 桑名ビル8階 C号室
問い合わせ先	 　　�公益社団法人中部日本書道会「手書き文字年賀状コンクール」係� 	

TEL（052）583-1900

入 賞 発 表	 ・1月末（予定）に本会ホームページにて優秀作品を掲載し発表とする。
	 ・ホームページアドレス　http://www.cn-sho.or.jp

令和2年度 第24回 書の魅力 公開講座
　会員及び一般市民を対象に、中部日本書道会を代表する 2名の講師が書の魅力に
ついて講演します。

主催：公益社団法人 中部日本書道会・中日新聞社　　後援：愛知県教育委員会・名古屋市教育委員会

11月15日（日）
受　　付　12：30
開会行事　13：00

第一講座　13：15～14：15
理　事

　横 井 宏 軒 先生
　　演題「隷書を学ぶ」

第二講座　14：35～15：35
顧　問

　中 村 立 強 先生
　　演題「書写書道について」

閉会行事　15：35

会　場	 電気文化会館
	 イベントホール（5階）
	 名古屋市中区栄2-2 -5
日　時	 令和2年11月15日（日）
会　費	 無料
	� （ただしテキスト・資料代

として2,000円集めさせて
いただきます）

対　象	� 15才以上で原則として2講
座とも聴講できる方

定　員	8 0名（先着順）
締　切	 10月15日（木）
申　込	� （1）郵便番号、住所（2）電話番号（3）氏名（ふりがな）を記載し、ハガ

キまたはメールで下記迄に申し込み下さい。
	  ハガキ申込先 　�〒450-0002　名古屋市中村区名駅二丁目45番19号 �

桑山ビル8階 C号室�
中部日本書道会　公開講座係

	  メール申込先 　koukai@cn-sho.or.jp

　　　　　　　　　　　　　　会期　令和2年11月10日（火）～11月15日（日）
　　　　　　　　　　　　　　会場　電気文化会館（5階　東・西ギャラリー）
令和2年度 書の匠展
第　29　回 壽 書 展 開催

白 川 公 園

国
道
19
号
線

錦 通

伏

見

通

広 小 路 通

至
名
駅

至

栄

御園座
日土地
ビル

地下鉄
伏見駅

4番出口

電気文化会館
イベントホール

N

第3回 手書き文字年賀状作品募集
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ホームページアドレス　 http://www.cn-sho.or.jp
メールアドレス　　　　 info@cn-sho.or.jp

第71回 中日書きぞめ展作品募集
◆会　期	 令和3年3月13日（土）・14日（日）
	 13日（土）午後1時～午後6時
	 14日（日）午前10時～午後6時

◆会　場	 ナディアパーク2F　アトリウム
	 名古屋市中区栄3丁目18番1号

◆	授 賞 式 令和3年3月14日（日）午後2時
ナディアパーク3F　デザインホール

◆	褒　　 賞 文部科学大臣賞、愛知・岐阜・三重各県知事賞、	
名古屋市長賞、愛知・岐阜・三重各県議会議長賞、	
名古屋市会議長賞、愛知・岐阜・三重各県教育委員会賞、名古屋市教育委員会賞、記念賞、	
中日書道会賞、中日新聞社賞、東海テレビ放送賞、CBCテレビ賞（以上申請中）、名誉会長賞、	
理事長賞、推薦、奨励賞、特選、準特選、秀逸、佳作、入選	
※会場には奨励賞以上の作品を陳列します。
★�本年はCBCテレビ賞以上の作品を中日展（一般部展覧会）愛知県美術館ギャラリー8階に	
2021年6月16日（水）～20日（日）まで展示します。

◆	資　　 格 幼年・小学生・中学生・高校生
◆	課　　 題 自由
◆	出品要項 詳しい出品要項出品目録が中日書道会本部にありますのでお問い合わせ下さい。
◆	作　　 品 ◦用紙は、半切1/4縦（八ツ切）※高校生は半切縦も可　◦作品は、表装しないこと。

◦書体は、幼・小＝楷書、中＝楷書又は行書、高校生＝自由
◦作品には、学年・氏名を必ず明記すること。

◆	出 品 料 一点につき400円（個人出品者は賞品、賞状の郵送料として300円を加算して下さい。）
◆	搬入締切 令和3年1月14日（木）午前10時～午後3時

（送付される場合は13日（水）中部日本書道会本部必着でお願いします。）

◆	搬入場所 公益社団法人 中部日本書道会
〒450-0002 名古屋市中村区名駅二丁目45番19号　桑山ビル8階C号室
担当　教育部長 廣澤凌舟
TEL〈052〉5 8 3 ―1 9 0 0　FAX〈052〉5 8 3 ―1 9 1 0

◆	取 扱 所 伊藤大林堂、永楽堂、應天堂、魁盛堂、伽藍、菊屋商店、高誠堂、小松表具店、書遊 平野筆墨堂、	
青柳堂、大玄堂、長楽斎筆舗、名古屋キョー和、名古屋ホウコドウ、松屋紙店

N

錦通 栄駅

広小路通
丸栄

矢場公園

ナディアパーク

三越

松坂屋
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大
津
通

地
下
鉄
名
城
線

矢
場
町
駅

久
屋
大
通

地下鉄東山線

社
中
展
・
個
展
の
ご
案
内
掲
載
に
つ
い
て

　

本
会
会
員
に
よ
る
書
展
の
ご
案
内
を
、
会
報
及
び
Ｈ

Ｐ
に
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
報
掲
載
に
は

展
覧
会
案
内
原
稿
、
Ｈ
Ｐ
掲
載
に
は
展
覧
会
案
内
ハ
ガ

キ
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
尚
、
展
覧
会
原
稿
及
び
ハ
ガ

キ
は
、
必
ず
封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
次
号
掲
載

は
、
二
月
下
旬
～
五
月
中
旬
開
催
の
展
覧
会
と
な
り
ま

す
。
お
申
し
込
み
は
、
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
本
部
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。�

編
集
部

●
濃
飛
支
部　

相
田　

華
鶯

新
入
会
員
紹
介
（
九
月
分
）

訃　
　
　
　

報　
　
　
　
　

　

心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
厚
生
部
）

◦
８
月
７
日�

�

　

理　

事　

加
藤
矢
舟
氏�

�

　
　

ご
尊
父　

春
元
様�

�
�

享
年
95

◦
８
月
19
日�

�

　

評
議
員　

関
戸
海
越
氏�

�

　
　

 

ご
母
堂　

智
子
様�

�
�

享
年
87

◦
９
月
１
日�

�

　

評
議
員　

大
島
一
蕙
氏�

�
�

享
年
85

事
後
報
告�

�

◦
７
月
30
日�

�

　

評
議
員　

鈴
木
香
鵬
氏�

�

　
　

 

ご
母
堂　

二
三
子
様�

�
�

享
年
99

　
　
　

あ
と
が
き

・
中
日
会
報
、
第
一
九
八
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

・
会
員
の
皆
様
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
猛
暑
を
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。ま
だ
ま
だ
収
ま
ら
な
い
状
況
下
、

十
分
に
ご
注
意
下
さ
い
ま
せ
。

・
本
号
で
は
、
名
誉
顧
問
の
西
嶋
慎
一
先
生
に
よ
る
当
地
域

文
化
に
ま
つ
わ
る
『
中
京
の
文
化
環
境
』
と
題
し
ま
し
た

特
別
寄
稿
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
地
域
に
お
け
る
茶
の
世
界
と
『
か
な
古
筆
』『
明
・
清
の

書
』
と
の
関
わ
り
を
お
書
き
頂
き
、
こ
の
地
域
で
の
隠
れ

た
名
品
と
高
雅
な
意
識
の
存
在
を
お
示
し
頂
き
ま
し
た
。

　

閑
散
と
し
た
会
報
に
、
花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

・
講
演
会
・
展
覧
会
・
講
習
会
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
等
、
注
意
を

払
い
な
が
ら
の
開
催
予
定
と
な
り
ま
す
が
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。�

（
編
集
部
）




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部長会

支
部
だ
よ
り
（�

令
和
二
年
度

）�

上
半
期

◉
第
一
回
部
長
会

　

日　

時　

四
月
五
日（
日
）

　

会　

場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　

出
席
者　

部
長
会
、
十
六
名

　

今
年
度
最
初
の
会
合
に
於
い
て
、
今
年
度
開
催

の
第
二
十
七
回
一
宮
七
夕
ま
つ
り
選
抜
作
品
展

（
併
催
・
第
四
十
八
回
一
宮
七
夕
ま
つ
り
学
生
書
道

展
）〔
支
部
後
援
〕
の
中
止
を
決
定
致
し
ま
し
た
。

◉
第
二
回
部
長
会

　

日　

時　

六
月
七
日（
日
）

　

会　

場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　

出
席
者　

部
長
会
、
十
六
名

　

議
題
、
今
年
度
及
び
来
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

令
和
二
年
度
の
支
部
研
修
旅
行
、
実
施
中
止
を
決

定
致
し
ま
し
た
。

◉
臨
時
執
行
役
員
会

　

日　

時　

八
月
二
十
三
日（
日
）

　

会　

場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　

出
席
者　

支
部
執
行
役
員
七
名

　

今
年
度
の
支
部
展
・
学
生
展
の
開
催
中
止
案
を

検
討
致
し
ま
し
た
。

一
宮
支
部

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
公

共
施
設
が
使
用
不
可
能
に
な
り
一
部
事
業
や
会
議

を
中
止
い
た
し
ま
し
た
。
六
月
以
降
は
一
部
施
設

も
使
用
が
出
来
、
会
議
だ
け
は
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

◉
第
一
回
企
画
委
員
会

令
和
二
年
六
月
十
九
日（
金
）

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

議
題　

支
部
行
事
予
定
（
案
）
の
件

　
　
　

第
五
十
四
回
支
部
展
の
件

　
　
　

八
十
一
号
支
部
報
発
行
の
件

　
　
　

公
開
書
道
研
修
会
の
件

◉
第
二
回
企
画
委
員
会

令
和
二
年
七
月
十
日（
金
）

半
田
福
祉
文
化
会
館

議
題　

公
開
書
道
研
修
会
の
件

◉
第
三
回
企
画
委
員
会

令
和
二
年
八
月
七
日（
金
）

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

議
題　

公
開
書
道
研
修
会
の
件

　
　
　

�
半
田
支
部
展
、
コ
ロ
ナ
対

策
に
つ
い
て

◉
第
四
回
企
画
委
員
会

令
和
二
年
九
月
十
一
日（
金
）

議
題　

�

半
田
支
部
展
搬
入
・
搬
出

業
者
委
託
の
件

半
田
支
部

◉
第
三
回
部
長
会

　

日　

時　

八
月
三
十
日（
日
）

　

会　

場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　

出
席
者　

部
長
会
、
十
六
名

　

令
和
二
年
度
、
第
六
十
六
回
支
部
展
並
び
に
第

四
十
九
回
学
生
書
道
展
、
開
催
中
止
を
決
定
致
し

ま
し
た
。
現
況
下
で
の
行
事
実
施
は
多
難
を
要
す

る
為
、
次
年
度
に
向
け
て
の
テ
ー
マ
を
次
回
会
合

で
検
討
し
て
い
く
事
と
致
し
ま
し
た
。

　
　
　

半
田
支
部
展
目
録
等
に
つ
い
て

　
　
　

公
開
書
道
研
修
会
の
件

◉
「
寿
」
色
紙
贈
呈
感
謝
状

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

　

毎
年
、
高
齢
者
の
方
の
長
寿
を
お
祝
い
し
て
支

部
役
員
の
色
紙
を
一
市
五
町
に
贈
呈
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
半
田
市
長
よ
り
こ
の
事
業
に
対
し
て

感
謝
状
を
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
他
の
各
町

長
か
ら
も
感
謝
の
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

企画委員会

「寿」色紙贈呈
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学生展受付作業学生展審査風景

運営委員会

◉
第
五
十
三
回
学
生
書
道
展

　

今
年
度
の
学
生
書
道
展
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
作
品
の
展
示
を
取
り
や

め
て
誌
上
展
に
変
更
し
て
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

応
援
す
る
意
味
で
「
平
和
の
祭
典
」
と
決
め
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
延
期
と
な
っ
た
が
、
テ
ー
マ

は
変
更
せ
ず
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

出
品
点
数　

三
七
八
九
点

　
　
　
　
　
　
　
　
（
う
ち
高
校
生
一
七
五
点
）

テ
ー
マ　

平
和
の
祭
典

課　

題

　
　

幼　

年　

く
に　
　
　

一　

年　

は
と

　
　

二　

年　

ゆ
め　
　
　

三　

年　

日
本

　
　

四　

年　

平
和　
　
　

五　

年　

世
界

　
　

六　

年　

友
情　
　
　

中　

一　

祭
典

　
　

中　

二　

笑
顔　
　
　

中　

三　

観
戦

　
　

高
校
生　

競
技
応
援

◉
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
計
画
中
止

　

中
部
日
本
書
道
展
、
そ
れ
に
関
わ
る
本
部
の
諸

行
事
が
す
べ
て
中
止
と
な
り
、
そ
れ
を
受
け
て
東

三
河
支
部
も
計
画
し
て
い
た
行
事
の
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
三
月
二
十
三
日
支
部
運
営
委
員
会
に
お

い
て
次
の
事
業
の
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

・
第
四
十
四
回
中
日
書
道
会
東
三
河
支
部
展

　
　
　

令
和
二
年
七
月
十
四
日
～
十
九
日

　

・
支
部
講
演
会

　
　
　

令
和
二
年
七
月
十
八
日（
土
）

　
　
　

講
師　

理
事
長　

伊
藤
仙
游
先
生

・
会
員
集
会
、
交
流
会

　
　
　

令
和
二
年
七
月
十
八
日（
土
）

　

さ
ら
に
、
六
月
八
日
支
部
運
営
委
員
会
に
お
い

て
、
次
の
事
業
も
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

・
秋
季
一
日
研
修
旅
行
（
講
習
会
を
含
む
）

　
　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
五
日（
日
）

　

・
第
一
回
東
三
河
こ
ど
も
書
道
展

　
　
　

令
和
三
年
一
月
二
日
～
十
二
日

　

第
一
回
東
三
河
こ
ど
も
書
道
展
に
つ
い
て
は
、

一
昨
年
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
て
お
り
、
や
っ
と

開
催
に
こ
ぎ
着
け
た
矢
先
の
こ
と
で
中
止
と
す
る

の
は
残
念
で
し
た
が
、
学
校
現
場
も
コ
ロ
ナ
禍
で

大
変
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
や
む
な
く
来

年
度
に
先
送
り
す
る
こ
と
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
会
員
の
皆
さ
ん
に
知
ら
せ
る

た
め
に
、
会
員
集
会
で
配
布
予
定
だ
っ
た
議
案
書

を
七
月
中
旬
全
会
員
に
送
付
し
ま
し
た
。

西
三
河
支
部

東
三
河
支
部
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評
議
員

・
支
部
展　

七
月
十
七
日（
金
）～
十
九
日（
日
）

・
講
演
会　

七
月
十
九
日（
日
）

　

支
部
展
会
場
、
そ
し
て
講
演
会
の
講
師
先
生
に

つ
い
て
も
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
、
三
月
二
十
二
日

（
日
）
に
支
部
委
員
会
を
開
き
（
十
二
名
参
加
）、

中
止
の
決
定
を
し
ま
し
た
。
四
月
末
に
支
部
会
員

へ
の
文
書
発
送
に
て
支
部
展
・
講
演
会
の
中
止
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

残
る
事
業
予
定
「
研
修
会
（
十
一
月
予
定
）」
と

「
講
習
会
（
令
和
三
年
二
月
予
定
）」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
七
月
二
十
六
日（
日
）、
多
人
数
で
の
会
合

を
避
け
る
為
、
支
部
次
長
以
上
で
の
役
員
会
を
開

き
ま
し
た（
五
名
参
加
）。
い
ず
れ
の
事
業
も
三
密

◉
支
部
総
会

　

日　

時　

九
月
二
十
七
日（
日
）

　

会　

場　

中
津
川
市　

さ
る
と
び
荘

　

今
年
の
支
部
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
伴
い
、
必
要
最
小
限
で
の
開
催
と

な
り
、
役
員
十
八
名
、
委
任
状
出
席
二
十
四
名
の

計
四
十
二
名
の
参
加
で
の
支
部
総
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
監

査
報
告
を
受
け
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
令
和
二

年
度
の
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
が
提
案
さ

れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
中
日
書
道
展

の
中
止
に
伴
い
、
支
部
行
事
の
支
部
展
、
講
演
会

等
の
中
止
な
ど
例
年
と
比
べ
る
と
事
業
縮
小
と
な

り
ま
す
が
、
日
々
の
書
道
鍛
錬
を
怠
ら
ず
邁
進
す

る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

を
避
け
る
の
が
難
し
く
、
又
、
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
更
な
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
を
考

え
た
結
果
、
中
止
と
の
結
論
に
い
た
り
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
つ
き
ま
し
て
は
九
月
初
め
に
支
部
会

員
へ
の
文
書
発
送
に
て
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
明
治
の
楷
書
の
大
家　

丹
羽
海
鶴

氏
の
紹
介
を
支
部
長
の
三
野
島
凌
雲
が
行
い
ま
し

た
。
要
約
す
る
と
、
岐
阜
県
中
津
川
市
（
恵
那
郡

田
瀬
村
）
出
身
で
、
幼
少
よ
り
書
に
親
し
み
、
飛

騨
高
山
の
小
学
校
で
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
書
道
の

研
究
を
続
け
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
年
）

八
月
、
二
十
六
歳
の
時
、
日
下
部
鳴
鶴
の
遊
歴
に

会
い
、
筆
跡
と
見
識
の
高
さ
に
敬
服
し
入
門
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
上
京
し
、
そ
の
間
、
漢
魏
・
六

朝
・
明
朝
の
碑
版
・
法
帖
を
究
め
、
当
時
、
そ
の

海
鶴
流
と
よ
ば
れ
る
書
法
は
、
比
田
井
天
来
と
並

ん
で
一
世
を
風
靡
し
ま
し
た
。
ま
た
、
精
励
教
職

に
従
事
し
、
学
習
院
・
高
等
師
範
学
校
に
教
鞭
を

執
り
、
文
部
省
教
員
検
定
試
験
委
員
と
な
り
習
字

教
科
書
の
書
風
を
改
革
す
る
な
ど
、
大
い
に
書
道

教
育
に
尽
く
す
と
と
も
に
、
多
く
の
門
人
を
養
成

し
て
い
ま
す
。

支部委員会

丹羽海鶴先生書

総会風景

北
勢
支
部

濃
飛
支
部

第
十
九
回 

三
重
県
文
化
賞

　
　
　
　
　
文
化
功
労
賞 

ご
受
賞

荒
木
友
梅
先
生

祝
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中
南
勢
支
部
は
下
半
期
に
行
事
が
集
中
し
て
お

り
、
十
月
に
研
修
旅
行
、
十
一
月
に
支
部
集
会
・

講
演
会
・
支
部
展
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
四
月
役
員
会
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
は
役
員
誰
も
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
は
ま
さ
か
こ
ん
な
に
も
受
け
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
順
調
に
計
画
通
り
進
め
て

行
こ
う
と
係
り
も
決
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
四
月

が
終
る
頃
に
は
三
重
県
内
、
各
催
事
が
中
止
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
急
遽
役
員
会
を
開
催
す

る
も
、
こ
の
時
点
で
各
行
事
を
中
止
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
本
年
度
は
皆
様
の
健
康
面
を
考
え
、

や
む
な
く
全
て
の
行
事
を
中
止
し
た
方
が
よ
い
と

の
意
見
で
一
致
し
ま
し
た
。
六
月
早
々
全
会
員
に

中
止
の
頁
を
葉
書
に
て
連
絡
を
し
た
次
第
で
す
。

尚
、
役
員
会
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

踏
ま
え
て
、
携
帯
電
話
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
駆
使

し
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
で
行
い
ま
し
た
。

決
定
事
項

　

十
月　
　

バ
ス
研
修
旅
行

　
　
　
　
　
　
　

奈
良
万
葉
の
里　
　

中
止

　

十
一
月　

中
南
勢
支
部
作
品
展　
　

中
止

　
　

〃　
　

中
南
勢
支
部
集
会　
　
　

中
止

　
　

〃　
　

中
南
勢
支
部
講
演
会　
　

中
止

第
一
回
　
岐
阜
支
部
事
務
局
会
議�

 

四
月
十
七
日（
金
）　
九
時
三
十
分
～

＊
各
部
よ
り

・
研
究
部

　
　

研
修
旅
行
の
期
日
と
行
き
先

　
　

期
日
：
十
一
月
予
定　

行
き
先
：
未
定

・
会
報
部

　
　

支
部
報
五
十
五
号　

七
月
発
行
予
定

　
　

記
事
内
容
：
総
会
、
講
演
会

　
　
　
　
　

五
十
六
号　

三
年
二
月
発
行
予
定

　
　

記
事
内
容
：
支
部
会
員
展
、
研
修
旅
行

・
事
業
部

　
　

第
二
十
六
回
岐
阜
支
部
展
開
催
日

　
　

九
月
十
一
日
～
十
三
日

�

本
展
中
止
の
た
め　

開
催
中
止

＊
事
務
局
よ
り

　

総
会
、
講
演
会
、
支
部
懇
親
会

　

開
催
予
定
日　

六
月
七
日（
日
）

　
　

講
演
会

　
　
　

講
師　

岐
阜
市
歴
史
博
物
館　

分
館

　
　
　
　
　
　

加
藤
栄
三
・
東
一
記
念
美
術
館

　
　
　
　
　
　

館
長　

山
本　

真
一　

氏

�

五
月
上
旬
に
開
催
中
止
の
決
定
を
下
す
。

五
月　

岐
阜
支
部
会
員
に
「
総
会
、
講
演
会
、
支

部
懇
談
会
」「
岐
阜
支
部
展
」中
止
の

ハ
ガ
キ　

発
送

第
二
回
　
岐
阜
支
部
事
務
局
会
議�

 

六
月
十
六
日（
火
）　
九
時
三
十
分
～

＊
各
部
よ
り

・
研
究
部　

研
修
旅
行
に
つ
い
て

�

コ
ロ
ナ
感
染
を
さ
け
る
た
め
中
止

・
庶
務
部　

訃
報
報
告

・
会
報
部　

�

支
部
報
五
十
五
号
の
発

行
期
日
・
記
事
内
容
の

変
更

　
　
　
　
　
　

�

総
会
、
講
演
会
の
中
止
に
よ
り
、

前
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
書
、

今
年
度
の
事
業
予
定
と
予
算
書
を

掲
載

＊
事
務
局
よ
り

　

�

総
会
に
代
わ
っ
て
、
書
面
議
決
で
の
議
決
の
必

要
が
あ
る

　
　
　
　
　
　

�

七
月
十
日
締
切
で
、
書
面
表
決
書

（
ハ
ガ
キ
）
の
回
収
を
実
施

第
三
回
　
岐
阜
支
部
事
務
局
会
議�

 

七
月
二
十
一
日（
火
）　
九
時
三
十
分
～

＊
書
面
表
決
の
結
果
報
告

　
　
　
　

賛
成
二
三
八
名　

反
対
0
名

　
　
　
　

未
回
答
八
十
八
名
／
会
員
数
三
二
六
名

＊
各
部
よ
り

・
庶
務
部

　
　

訃
報
報
告
・
弔
電
規
定
の
見
直
し
提
案

・
会
報
部

　
　

�

支
部
報
五
十
五
号
の
発
行
期
日�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
中
旬
に
変
更

・
会
員
部

　
　

退
会
者
の
報
告

＊
事
務
局
よ
り

　

下
半
期
に
何
か
事
業
は
で
き
な
い
か

�

継
続
検
討事務局会議

事務局会議

岐
阜
支
部

中
南
勢
支
部


